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平成２１年１月１３日（火） 
  

港区教育委員会 



               港区教育委員会会議録        第２２７２号 
平成２１年第１回定例会 

 

日 時 平成２１年１月１３日（火） 午後３時０２分 開会 

場 所 教育委員会室 

「出席委員」            委 員 長        澤   孝一郎 

                  委      員        南 條 弘 至 

                  委      員        半 田 吉 惠 

                  委      員        小 島 洋 祐 

                  教 育 長        髙 橋 良 祐 

 

「説明のため出席した事務局職員」  次      長        川 畑 青 史 

                  参      事        山 本   修 

                  学校施設計画担当課長        野 澤 靖 弘 

                  学 務 課 長        安 部 典 子 

                  生涯学習推進課長        佐 藤 國 治 

                  図書・文化財課長        森   信 二 

                  指 導 室 長        加 藤 敦 彦 

 

「書 記」             庶務課庶務係長        岡 田 圭 子 

                  庶 務 課 庶 務 係        常 盤   茂 

 

「議題等」 

第１ 会議録の承認 

  第２２６７号 第１０回定例会（２０年１０月１４日開催） 

  第２２６８号 第８回臨時会（２０年１０月２８日開催） 

  第２２６８号 第８回臨時会（２０年１０月２８日開催）（秘密会） 

第２ 審議事項 

  １ 小中一貫教育について 

第３ 教育長報告事項 

  １ 寄付の申出について 

  ２ 生涯学習推進課の１２月事業実績と１月事業予定について 

  ３ 生涯学習推進課の各事業別利用状況 

  ４ 図書館・郷土資料館の平成２０年１２月行事実績と平成２１年１月行事予定について 

  ５ １月指導室事業予定について 

  ６ 統括校長を置くことができる学校の基準の制定について 
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  ７ 平成２１年度区立中学校特別支援学級使用教科用図書について 
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「開 会」 

○澤委員長 それでは、新年、２００９年第１回の教育委員会ということで、改めておめでとうご

ざいます。本年もよろしくお願いいたします。 

 昨年からの不況がどんどん深まる中で、年頭にはイスラエルがガザに侵攻するというような、世

界情勢が非常に不透明な状況ですけれども、当港区教育委員会としては、しっかりと取り組むこと

を今年も一生懸命やっていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

（午後３時０２分） 

 

「会議録署名委員」 

○澤委員長 それでは、早速日程に入ります。本日の署名委員は南條委員、よろしくお願いいたし

ます。 

 

第１ 会議録の承認 

  第２２６７号 第１０回定例会（２０年１０月１４日開催） 

  第２２６８号 第８回臨時会（２０年１０月２８日開催） 

  第２２６８号 第８回臨時会（２０年１０月２８日開催）（秘密会） 

○澤委員長 日程第１、会議録の承認でございます。第２２６７号 平成２０年１０月１４日開催

第１０回定例会、第２２６８号 平成２０年１０月２８日開催第８回臨時会、第２２６８号 平成

２０年１０月２８日開催第８回臨時会（秘密会）の会議録ですけれども、承認ということでよろし

ゅうございますか。 

（異議なし） 

○澤委員長 ありがとうございます。 

 

第２ 審議事項 

 １ 小中一貫教育について 

○澤委員長 それでは日程第２、審議事項。 

 小中一貫教育につきまして、資料ナンバー１ですけれども、参事、よろしくお願いします。 

○教育施策担当課長事務取扱 参事 お手元の資料１をご覧いただきたいと思います。小中一貫教

育の導入に対する基本的な考え方ということです。従来、小中一貫教育の導入につきましては、種々

検討していただいてきたという経過がございますが、その内容と一部重複する点がございますが、

改めての考え方ということでご説明をさせていただきます。 

 まず１点目、小中一貫校の導入についての理由、効果でございますけれども、近年、学力や体力

の低下、規範意識の欠如等々がございます。こういった小中学生を取り巻く社会環境、教育環境の

大きな変化があります。また、不登校やいじめの問題があります。中１ギャップへの対応など、新

しい教育課題への対応も必要になっている状況がございます。こうした中、自治体独自の考え方に

よる教育課程で義務教育を実施することで課題の解決を図るとともに、小中学校で身につけた学力
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レベルや生活指導等の中学校への十分な引き継ぎ、学級担任制から教科担任制へのスムーズな移行、

乗り入れなどを効果と考えて、新たな教育環境の整備として、小中一貫教育を導入するものでござ

います。 

 その小中一貫校の配置の考え方ですけれども、当面、二つの要件を満たす学区域としたいと考え

ております。 

 １点目は、教育効果の観点から、施設一体型・併設型の校舎で実施できること。この点につきま

しては、昨年１０月の教育委員会で２回にわたって報告をしましたけれども、先行例の町村から、

やはり一体型の方が教育効果が高い、上がるという結果がございましたので、まず、こういう施設

から実施をしていきたいと考えております。 

 ２点目は、ＰＴＡや同窓会、地域等の賛意が得られる。この二つの要件を満たすところというこ

とで、二つの学区域、中学校区域を対象として考えております。 

 具体的な配置計画としては、教育振興プラン、そして基本計画で目標としたとおり、平成２２年

４月を目途に港陽小中学校にまず導入したいと考えております。また、朝日中学校の校区の小中学

校においても、施設一体型の小中一貫校を検討していきたいと思っております。この推移と効果を

検証しながら、他地域においても拡大を検討してまいります。 

 教育区分につきましては、小中一貫教育の区分は、４－３－２制とします。学力以外の教育、教

科の設定につきましては、各校の特色や相違工夫を生かしたものとします。 

 この理由でございますけれども、小学校６年生と中学校１年生の連結が核になるということは、

これまでもお話してきたとおりでございます。連続性という観点から、小６と中１を連結して、そ

の部分の前後にどのような区分を設定するかで違ってまいりますけれども、私どもとしましては、

教科担任制の導入を小学校５年生から中学にかけまして、緩やかにやってきた。小６、中１という

部分ではなくて、小学５年生から中学１年生までの間でもって連携をしていきたいということから、

まず、この真ん中の三つを連結するということを考えたものでございます。したがいまして、この

前後の４と２が残るということから、４－３－２制を導入したいというふうに考えているものでご

ざいます。 

 具体的な考え方の例ということで、表になっておりますけれども、９年間にわたり一貫した港区

独自の教育課程による教育ということで、小学校は６年間、中学校は３年間でございますけれども、

この中で展開される教育課程につきましては、第１期、第２期、第３期の三つに分けて、第１期が

４年間、第２期が３年間、第３期が２年間で、それぞれ指導していくものでございます。 

 ５、６、７の真ん中の部分につきましては、学級担任制と同時に一部教科担任制、そして、中学

１年生に相当する７学年目では、教科担任制に移行していくという考え方でございます。こうした

中におきまして、英語科国際と国際科につきましては、引き続き実施をしていくという考え方の例

をとっております。 

 最後にその他ということで、小学校教育における教科担任制の導入につきましては、小中一貫校

につきましては、当然やってまいりますけれども、これに当たりましては、区費教員の採用までは

当面区費講師によるものとして考えてございます。また、小中一貫校におけるその効果を検証しな
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がら、小中一貫校でなくてもその他の学校につきましても導入を検討していくという点が新しくあ

ります。 

 説明は以上でございます。 

○澤委員長 ありがとうございます。今、山本参事から小中一貫教育の導入に対する基本的な考え

方ということで説明がありましたけれども、何かご意見等ございましたらお願いいたします。 

○小島委員 教育区分について、４－３－２制ということで、このほかの区分の仕方もいろいろ検

討しましたが、先ほど参事のおっしゃるような理由から、４－３－２制でよろしいということにな

るのではないでしょうか。ほかの区分は難しいですよね。 

○澤委員長 今、小島委員から基本的な方向としては賛成といいますか、そっちの方向でよろしい

のではないかというご意見がありましたが、参事、確認させていただきたいのは、４の教育区分の

説明の１行目に「学力以外の教科設定については」とあるのですけれども、これはどういう意味で

すか。 

○教育施策担当課長事務取扱 参事 小中一貫教育を導入する際におきましては、もちろん、学力

が中心になることはそのとおりなのですが、それ以外にその自治体独自による教科の設定、品川区

では市民科という生きる力を教える、学力以外のものをやっております。各先行例を見ると、それ

ぞれの自治体で郷土史に力を置くところとか、その都市の将来像を教えるなど、学力以外の教科も

導入することができます。これにつきましては、教育委員会として一律的にこういうことをしなさ

いではなくて、ある意味でそれぞれの学校においては、学力以外の教科を設定するかにつきまして

は、各学校の創意工夫を生かしたものにしたいという意味でございます。 

○澤委員長 なるほど。学力を目的とするのではないような教科も柔軟に設置したり、工夫すると

いうことができるということですね。 

○教育長 言葉の使い方だけです。「学力以外の教科設定」という言葉自体がちょっと余り練れてい

ないなと。誤解を生む言葉なので、この辺も含めて、また言葉の使い方については、もっと再検討

してもらうということで。 

○澤委員長 そうですね。 

○教育長 それから、４－３－２制というのはいいのですけれども、教育区分という、今までの全

国のいろいろな研究をするところ、教育区分みたいな、言い方なのですけれども、ここにあるよう

に、この下の表は、「４－３－２制による小中一貫教育課程の考え方の例」。つまり、教育課程の中

で、区分としてはこういうふうな区分で教科教育を行っていきます。こういうことが一つなのです。

しかし、小学校教育課程の６年間、それから中学校教育課程の３年間という考え方というのはそこ

にカリキュラムとしてありますので、人事体制もそういったことで整えながら、子どもたちにふさ

わしい教育をしていきます。こういう考え方でいいのではないかなという気がします。だから、学

習指導だけではなくて、生活指導もありますし、特別活動だってありますし、学校の特色あるいは

さまざまな指導体制の問題もいろいろありますので、それを全て４－３－２というふうな分け方を

するというわけではなくて、その中での、例えば学習指導の部分についてはこんな考え方でやりま

すと、こういうことなのだろうと思うのです。それも含めて、また詰めなければいけないことがあ
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ると思うのです。 

 指導の重点もそうだと思うのです。ここに書かれている指導の重点というのは、一般的なことを

書かれていて１年から４年生までは基礎・基本、繰り返しの習熟ということ。それで学びの基本を

身につけるという案ですけれども、５、６、７は、基礎・基本を活用して、意欲的に学習しますと。

意欲的に学習しますというこれは、上位の面を言っているのであって、この指導の重点を指してい

る言葉とはちょっと言いがたい部分もあるので、この辺の文言の使い方も含めて、もう少し整理が

必要だなと思います。 

○澤委員長 ほかに何かございますでしょうか。 

○小島委員 先ほど委員長の言った点なのですが、前にこの件の話をしたときに、せっかく小中一

貫で教育課程の前倒しというか、効率的にやれば勉強時間がそれだけふえるという面がある。その

増えた分で基礎・基本、その他学力の向上と、プラス今言っている生きる力をどう伸ばすか。本当

に生きる力を伸ばすためには学力以外に何をやるのがいいのか、そこら辺をさらに特段研究してい

ただいて、生きる力を伸ばすものについて、今の学力以外の時間に充てていただきたいという要望

を前に言ったのですが、その辺を特にお願いしたいと思います。 

○澤委員長 それについては、指導室長、何かありますか。現時点で考えておられるようなことだ

とか。 

○指導室長 今、委員にご指摘いただいたことの観点で申し上げれば、やはり机に向かった勉強だ

けですと、そこで情緒的な成長あるいは情操教育というものが不足しがちですので、体験的な活動

であったり、人間関係を結ぶという意味でも、やっぱり体験的な活動を重視した教育活動を重点的

に効率良くやればいいかなというふうに考えております。 

 ただ、本区の場合は、国際科あるいは英語国際という一つの柱もございますし、また、魅力ある

学校づくりのアンケート調査によると、やはり保護者、区民の方がどういう教育を中学校に望んで

いるのかということを踏まえた上で、教育活動のカリキュラムは考えていく必要があるかなと思っ

ています。以上です。 

○澤委員長 ありがとうございます。 

 小中一貫は、当然、品川区とか、ほかではやっているところがいくつかあるわけですけれども、

本区としては、最初のチャレンジということです。今まで６－３という区分を改めていろいろな状

況を考えて、小中全体を見て、子どもたちにとって一番良い教育はどうあるべきかという視点から

小中一貫の導入ということに踏み切ろうとしているわけです。 

 そういうわけで、当然、中身が大事で、今、小島委員が言われたように、６で一旦ご破算で、ま

た中１からということは、これはまた、それはそれで意味のあることなのだろうと私は思うのです。

しかし、大学などですと、大学１年に入ってきて、また高校の復習をするようなことから始まる。

だから、良くできる子は、何だよ、大学１年は何も魅力がないな、そういうようなこともかつては

聞いたこともあるし、そういった今の制度のマイナスの面をいかに克服して、より良い教育ができ

るかということが一番大事な点です。私自身も、今、小島委員が言われたようにそういう切り口か

らとか、そういった視点も踏まえての新しい一貫教育のイメージが、正直に言って、個人的にはま
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だはっきりつかめていない。可能性としては、非常に魅力があるのではないかと思っていますが。 

 そういった意味では、我々も区民あるいは保護者の方に、こういう魅力がありますというふうな

ことが言えるような認識をきちっと持ってないと、当然、我々の役目としては果たせない。参事、

指導室長にいろいろまたお聞きしたいと思いますけれども、よろしくお願いいたします。 

○小島委員 もう１点よろしいですか。 

 小中一貫教育を成功させる意味で、区費教員の採用が不可欠な状態なのですが、５年、６年ぐら

いから緩やかに学級担任制から教科担任制へと。だから、５年生から一部は教科担任制にするとい

うことなのですけれども、そうした場合に、何人ぐらいの区費教員を採用する必要があって、予算

的にはどの程度の規模になるのか既に検討されているのですか。それともこれから検討をするので

すか。 

○指導室長 ちょっと今具体的な資料を持ち合わせていないのですけれども、杉並区の事例で、そ

んなに多い人数は採用できないということと、それから教科によって、例えば今一番やりやすいの

は、算数、数学の連携であったり、理科あるいは体育であったりというふうなことになるかと思い

ます。教科担任制で、何人教員が必要と考えると、数名だと考えています。 

○小島委員 港区の教育予算の中で十分やっていける範囲であると。 

○指導室長 問題は、そういう資質のある方がいるかどうかということと、その人が、その教育に

あった教育の仕方をやってくれるように育成しなければいけない。そこはやっぱり育成から採用、

そして研修と。この流れをつくっていくことをしないと、はい、雇いましたからお任せしますとい

うのはちょっとできないかなと思います。 

○小島委員 国とか都から小中一貫校をつくって、このようなものが必要だといった場合の何らか

の補助金というのは、出ることはあるのですか。 

○教育長 ないでしょう。 

○澤委員長 小島委員の質問の教科担任制に関係するのですが、これは必ずしも小中一貫教育校と

完全に一体になっているものではないわけですけれども、教科担任制というのは、小学校の場合に

は、特に小規模校などはむしろ先生の数がふえるということになりますか。 

 今は、１クラス１名ということですよね。だから、小規模校になって、クラスが少なくなると、

先生も減ってしまう。 

○小島委員 ふえなくてはできない。 

○澤委員長 教科担任制というのを導入すると、そういう学校では何名か教員がふえるというよう

な感じになるのですかね。 

○指導室長 正規教員は県費負担職員ですので、正規の関係の職員はふえませんけれども、教科を

広げれば広げるほど、中学校の教員が、あるいは小学校の教員がということで、兼務発令をして、

可能性としてどれぐらいできるのかを考えていく必要があります。 

○澤委員長 なるほど。 

○小島委員 その場合、よく小学校の先生で、全部教えるけれども、私は算数とか、私は理科がと。

そういう理科を得意とする先生を理科の教科担任にするとか、そういうのはできますか。 
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○指導室長 現在、全科をもっている小学校では、それぞれの担任が教科交換をして、私は、じゃ

あ理科を教えるからあなたは算数を教えてねという形でできますが、小中にまたがった場合は免許

が必要になります。ですから、得意であっても免許がなければ、中学校で教えることはできない。 

○小島委員 小学校の免許と中学校の免許は、例えば小学校の免許を持っている人は中学校の免許

も取ろうと思えば容易に取れるというわけにはいかないのですか。逆に小学校は全教科だから中学

から小学校の免許は難しいですよね。 

○指導室長 今の若い先生方、若い人たちは、それより資格を取るという風潮の中で大学を受けて

いますので、例えば、小学校の全科をもっていて、ある教科、数学とか理科とか社会の中学校、高

校の免許を持っている先生もいるかもしれません。ですが、中学校の先生が小学校の免許を持って

いるかというと、これはなかなかいないです。少ないかもしれないです。 

○澤委員長 そうすると、指導室長、小中一貫で一見小学校と中学校の壁がなくなるかのように見

えるのですけれども、今の制度では、中学の理科の先生が小学校の理科を教えるというわけにはい

かないわけですね。 

○指導室長 １人で授業をやるというのは難しいかもしれませんけれども、実際に区費講師で小学

校の免許を持っている人が授業を見ていると同じように、主たる人でもう１人、人がつけばできま

す。それから、個別指導で教えることも可能です。 

 中学校の理科の免許を持っていて、小学校の全科を持っていれば理想だと思います。 

○澤委員長 でも、なかなかね。 

○指導室長 その逆はちょっと。小学校の免許を持っていて、中学校の免許が一切なくて中学校で

教えるのはできない。公務になりますからね。 

○澤委員長 それはそうですね。 

○南條委員 ２番の配置の考え方の②なのですが、この制度に関しては、かなり地域の方たちとか、

保護者の方たちにはある程度周知されている部分があります。ただ、それが形として、制度として

の認識だということで、今までここにお話が上がりましたことに関してまでは、皆さんの耳には入

っていないというのが現状だと思います。かなり心配されている部分もあるのではないかと思いま

すし、今まで検討されて、今までこういう会議の中でお話ししている部分では、私もこれは早く進

めていただきたい制度なのだというふうには思っております。 

 そこら辺の地域の方たちに十分認識していただける、心配を持たれないような説明といいますか、

そこら辺も早目に……いただいた方がよろしいのではないかと思いますので、よろしくお願いした

いと思いますが、いかがでしょうか。 

○教育施策担当課長事務取扱 参事 現在、港陽小中と朝日の中学校地区と二つ候補がございます。

まず、この周知につきましては、ご指摘のお声は聞いております。近々、学校側と調整をしながら

ＰＴＡ並びに地域の方々に小中一貫校の効果とか、期待するもの、こういったものを中心に説明を

する予定です。その中で、本日審議になっております教育区分の考え方を具体的に示して、理解を

得るよう努めていくものでございます。 

 それから、朝日の中学校地区につきましては、昨年９月に要望書をいただいておりますけれども、
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より一層地域にこういう考え方を浸透させる必要があるということで、また今週中にもいろいろな

内容につきまして、関係者と打ち合わせをする機会もございますので、これにつきましても、２月

末に地域の説明会を実施する予定がございます。 

○南條委員 そうすると、今年度中というあれですか。それとも来年度に入ってするということで

すか。 

○教育施策担当課長事務取扱 参事 今年度中、２月には一定の理解を得るような努力をしていき

ます。 

○南條委員 よろしくお願いします。 

○澤委員長 そうすると、教育課程の中身といいますか、カリキュラムといいますか、その辺のこ

とは前にも議論があったところですけれども、港区ならではの小中一貫教育を保護者、区民の皆様

にきちんと理解してもらうためには、カリキュラムの中身がどうなっていて、だから効果があるの

だと。そういうような説得力のあるＰＲの仕方が大事だと思うのですけれども、その辺は、指導室

長、中身の方はどういうふうに今後さらに検討していく予定になってますでしょうか。 

○指導室長 最終形をどのような形にするかというところが一番大事かと思います。そのカリキュ

ラムについては、大枠はきちっとした形で示すべきだというふうに考えておりますが、学校ごとに

よっても若干、学校の先生方が指導計画と言ってもいいのでしょうけれども、工夫改善する余地を

残しておかなければいけないものだと思っております。 

 また、それだけきちっとしたものをつくろうとなると、２年、３年もかかってしまいます。です

から、それは、つくってもまた改善するものであればいいと思います。一応、来年の夏を目途に、

今、実際には学校を中心になってやっていただいていますけれども、４月早々には学識経験者をも

とに、それぞれの教科に、可能な教科をということになりますけれども、学識経験者に入っていた

だいて、港陽小中なら港陽小中の実態に応じたものを踏まえた上で、大枠のカリキュラムはつくろ

うというふうに考えております。 

○澤委員長 来年というのは、今年のことですか。 

○指導室長 失礼しました。今年です。 

○半田委員 教科書に関しては、港区の中で、小中一貫校の学校の教科書とほかの学校とは違う…

…。 

○指導室長 教科書については、同じでございます。 

○半田委員 内容とか、指導の仕方とかが変わるということですか。 

○指導室長 内容は、先ほどから少し話が出ていますように、５、６、中１と一緒になるというこ

とによって、若干、子どもたちの実態に応じて、先取りも可能になります。あるいは、今までざぶ

とんのように５年生すべて、６年生すべて、中１すべてとやっていたものをくし刺しのように、あ

る一つの領域や学習の内容によって、全部中１まで通してやることも可能になってきますので、教

科書は教科書で使いまして、当然、そこに資料とか副教材は必要になってくるかなと思っています。 

○澤委員長 南條委員が心配されているように、区民あるいは保護者等に理解してもらうためには、

教育委員会としては、大枠を作り、その大枠に基づいて、小中一貫教育を導入する各校がそれぞれ
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また考えるという、その二段方式でいく。当然、最初からいいものが、パーフェクトなものができ

るはずがないわけで、逐次改善していくということは、それは大賛成なのですけれども、少なくと

も大枠というのは、なるべく早目に出していただいた方がいいのではないかという気がします。 

 よろしくお願いいたします。 

 ほかに何かございますでしょうか。よろしいですか。 

（なし） 

○澤委員長 それでは、基本的にはこの４－３－２という教育区分で、区の一貫教育を進めていく

ということで、よろしゅうございますか。 

（異議なし） 

○澤委員長 ありがとうございます。 

 

第３ 教育長報告事項 

 １ 寄付の申出について 

○澤委員長 それでは、日程第３、教育長報告事項に移ります。 

 まず、第１点目は寄付の申出についてです。参事、説明をお願いします。 

○庶務課長事務取扱 参事 お手元の資料の赤いスタンプでございます資料１をご覧いただきたい

と思います。 

 平成２０年１２月２７日付で区民の方から区長あてに寄付の申出書がございました。内容につき

ましては、多田知史氏の作品で、絵画でございますけれども、１００号、１６２センチの１３０．

３センチ、大変大きなものでございます。絵を１点、寄附をいただきました。推定の見積価格でご

ざいますけれども、市場価格で約２００万円ということでございます。 

 寄附の目的は、児童の鑑賞と本校の玄関の装飾ということで、これは南山小学校にあてて寄附を

されたものでございます。次ページに寄附をされた作品のコピー、カラーコピーがございますので、

ご覧いただければと思っております。 

 なお、この作品の寄附をされた方は、麻布十番にお住まいの区民の方で、別段、南山小学校のＯ

Ｂ等、関係者等ではございません。地域の方ということでございます。 

 また、作品を描かれた多田知史氏は、現在、３０歳という年齢でございますけれども、２００５

年には第１０１回の太平洋展に入選、２００５年には日本現代作家ドイツ展に入選された方で、現

代アートとしてはかなり活躍されている方というふうにお聞きをしております。 

 以上でございます。 

○澤委員長 ありがとうございます。 

 南山小学校へ絵のご寄附をいただくということで、今、報告をもらいましたけれども、何かござ

いますでしょうか。 

○小島委員 私は絵心が全くないのですけれども、見ていると何となくほのぼのとして、どこなの

かなと思うのですけれども、このＦ町のふたご山と書いてある。Ｆ町はどこでしょうか。 

○庶務課長事務取扱 参事 そこまではちょっと把握してございません。 
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○小島委員 そうですか。行ってみたいと思いまして。 

○澤委員長 参事、報告ということなので、もう既に南山小に飾られているのでしょうか。 

○庶務課長事務取扱 参事 既に南山小の玄関正面に飾ってございます。 

○澤委員長 特に、ございますか。 

 それでは、本当に子どもたち、小島委員のお話のように子どもたちの情操教育の一環として効果

があると思います。 

○南條委員 ちょっと済みません。ちょっといいですか。これに関しまして。 

 こういうものというのはあれですか。例えば教育委員会なり、むしろ学校の方から感謝状みたい

なものだとか、お礼状みたいなものは出すのでしょうか。 

○庶務課長事務取扱 参事 区長からお礼状を。 

○南條委員 区長から。わかりました。ありがとうございます。 

○澤委員長 ありがとうございます。 

 

 ２ 生涯学習推進課の１２月事業実績と１月事業予定について 

○澤委員長 次に報告の２点目ですけれども、生涯学習推進課の１２月事業実績と１月事業予定に

ついてです。この点につきましては、資料の配布をもって報告とさせていただきますけれども、特

に佐藤課長、何かございますか。 

○生涯学習推進課長 各地区の地域スポーツ教室ということで、資料のとおりでございます。今回

こちらの説明は省略させていただければと思います。 

○澤委員長 お手元の資料２にございますように、佐藤課長から補足の説明がありましたけれども、

スポーツ教室が各地域でいろいろと活発に行われております。１２月は各地区で実施されておりま

す。１月は、港南小学校で１７、１８、２４、２５という４日間にわたって実施されるということ

です。よろしゅうございますか。 

 

 ３ 生涯学習推進課の各事業別利用状況 

○澤委員長 それでは、資料の３番目ですけれども、同じく生涯学習推進課の事業別の利用状況で

ございます。この件につきましても、資料の配布をもって報告とさせていただきますけれども、特

別に何かありますか。ここで、放課ＧＯ→は、あと今月を含めて３カ月残っておりますけれども、

延べ人数が記載されており、結構大勢の子どもたちが活用してくれているという印象ですけれども、

特にありますか。 

○生涯学習推進課長 全体の１２月末現在の登録児童数で見ますと、裏面になりますけれども、

１，８５６人です。年度当初、登録を４月の時期にいただいたときは１，５５３名ですので３０３

人が年度内に伸びています。ただ、１点、懸案ということでございまして、学童クラブを実施した

ところでの登録者の伸びはいま一つ伸びておりません。やはり開設が年度途中ということもござい

ましたし、保護者の方としては、児童館の事業のあり方ということで一定のレベル、学童の児童の

方が、こちらの方に移ってくるというのは、今現在の状況ではなかなか難しいというような印象を
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持っております。 

 それから、スポーツの面でございますけれども、こちらはスポーツセンターの利用状況では、１

２月トータルで３万５，４２１名でございまして、昨年３万３，８６５名ということで、１，５５

６名ほど伸びてございます。主な利用増としては、個人利用、ここが１，０８７名、団体利用で１，０

９８名、ここがふえているというようなことがございます。 

 ただ、そのかわり、体育協会の事業の方で、６３８名、昨年の状況に比べて減になっているので

すが、理由としましてはスポーツ少年団の体力テスト測定が今回行われていなかったということに

より４００名程少なく、それからバスケットの大会が去年は２日間ありましたが、今年度１２月に

１回、１日だけということで、こちらも２２１名減になっておりますので、それが主な減というよ

うになっております。 

 あと、その他運動場につきましては、トータルで１万６，０７１人、１２月合計でございますけ

れども、昨年が１万５，９８５人でございまして、昨年並みの利用状況ということでございます。 

 以上でございます。 

○澤委員長 ありがとうございます。 

 スポーツセンターも、個人利用はかなり伸びているということで、各運動場等も区民の皆様に大

いに活用してもらっているというように思いますけれども、何かございますでしょうか。よろしゅ

うございますか。 

 

 ４ 図書館・郷土資料館の平成２０年１２月行事実績と平成２１年１月行事予定について 

○澤委員長 それでは、４点目ですけれども、ちょうど４日の仕事初めのときだったですかね、次

長。森課長の本拠地みなと図書館に行き、森課長の働きぶりをここの席上だけでなくて、現場で見

させていただきました。皆さん、正月早々からいろいろ本の整理等をやっておられていて、本当に

区民の皆様へのサービスのために努力していただく姿の一端を拝見させていただきました。ありが

とうございます。 

 それで、図書館・郷土資料館の平成２０年１２月行事実績と平成２１年１月行事予定でございま

すけれども、これにつきましても資料の配布をもって報告とさせていただきますけれども、何か特

に森課長、ありますか。 

○図書・文化財課長 資料につきましては、特段、ご説明をさせていただくようなところはござい

ません。特に１２月はお子様たち向けのクリスマス会というようなものを図書館で多く開催いたし

まして、非常に多くの方にご参加いただきまして、活況だったという報告を受けております。 

 今、澤委員長からちょっとありましたけれども、５日にわざわざお越しいただきましてありがと

うございました。職員は先生方とお会いしたことがなくて、励みになったと、申しておりました。

今後ともぜひよろしくお願いしたいと思います。 

○澤委員長 こちらこそ。 

○図書・文化財課長 一応、報告が２点ございます。今月の１月２７日からリーブラといいまして、

田町の右側にあります芝浦港南支所の上にある女性会館ですけれども、そちらの方の図書室と区立
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図書館のシステムが連携いたしまして、貸し借りがリーブラの方でもお申し出いただいて、お受け

渡しができるようになります。 

 それから、今日、図書館は休館日で実は作業をしておりますけれども、自動貸出機といって、以

前、定例会のときに議案を出しますというご報告をさせていただきましたけれども、それが今入る

準備をしておりまして、２月４日から稼動をして、区民の皆様にご利用いただくという予定でござ

いますので、ご報告をさせていただきます。 

 よろしくお願いいたします。 

○澤委員長 ありがとうございました。 

 芝浦港南のリーブラから借りられるということですね。 

○図書・文化財課長 そうです。今まではリーブラの図書室にある本だけしかお貸し出しできなか

ったわけです。そうすると、また、リーブラのご利用者の方だけしか使えなかったのですけれども、

今度システムをつなげることによりまして、リーブラに置いてある図書を、女性の権利関係ですと

か、そういうものに関する図書が集中しておりますが、それを全図書館の方を経由して、流通する

ようにするということと、リーブラをご利用の方が、図書館のシステムを使って予約をして、リー

ブラでもお受け取りになれるようにする、そういうシステムになっております。 

○澤委員長 それを連携で。 

○図書・文化財課長 連携させて。 

○澤委員長 それは非常に良いことですね。 

 その自動貸出機は、休館日も使える、そういうことですか。 

○図書・文化財課長 図書館の中に置いてありますので、休館日には使えないのですけれども。 

○澤委員長 そういうことね。窓口に行かなくて、バーコードか何かできるということですね。 

○図書・文化財課長 そうですね。アンテナがついておりますので、それで読み取って、早く……。 

○澤委員長 なるほど。ＩＣ。 

○図書・文化財課長 ＩＣタグということです。 

○教育長 何冊置けるのですか。 

○図書・文化財課長 多くて、１０冊ほど、一度に置いただけで処理ができるというものです。今

作業しておりますので、また今度お時間があれば、ぜひご覧いただいて、ぜひ登録してお使いいた

だければと。よろしくお願いします。 

○教育長 そのときは、ぜひ、リーブラの件も含めて、プレスですね、区民にも周知して。 

○澤委員長 そうですね。図書館関係も随分インターネットを利用して、区民の皆様のためにシス

テムがどんどん効率化しております。ほかによろしゅうございますか。 

（なし） 

○澤委員長 ありがとうございます。 

 

 ５ １月指導室事業予定について 

○澤委員長 それでは、資料ナンバー５すけれども、１月指導室事業予定につきまして、これも資
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料の配布をもって報告とさせていただきますけれども、室長、何か補足説明はありますか。 

○指導室長 特には。今回は目新しそうなものがないと思いますので。 

 上から七つ目の保健主任会で、薬物乱用防止指導員の活動について、若干、補足だけさせていた

だきたいと思います。 

 東京都薬物乱用防止推進港区協議会会長というふうに書いてございますけれども、略して薬防協

というふうに言いますが、その薬防協は、各区で必ず地区委員会、地区協議会を立ち上げることに

なってございます。これは東京都の福祉保健局が主管をされるところで、それぞれの地区協議会で

１０名程度、薬防協をこの人数の組織でもって立ち上げる。どんなメンバーかといいますと、保護

司の方ですとか、薬剤師の方でありますとか、あるいは母の会の方とか、それからＰ連関係の方も

入っていて、積極的に啓発活動をやっていただけるような、ほぼボランティアに近い状況でござい

ますので、推進活動をやっていただけるような方が組織としてこういう協議会も持っています。そ

この中から１人来ていただきまして、啓発活動ということでお話を伺うということになってござい

ます。 

 なお、港区は、昭和５８年４月１日に区長部局の主管ということで、この協議会を立ち上げてい

るそうでございます。 

 以上、簡単に。 

○澤委員長 ありがとうございます。 

 薬物乱用防止指導員の活動についてということで、今、指導室長から補足の説明をもらいました

けれども、そのほか、指導室の１月の事業につきまして、何かございますでしょうか。 

○教育長 １月の指導室の事業を見ると、議会などでも話題に上っていたテーマについて、協議会

が持たれています。２７日火曜日の１４時からの小中高連絡協議会、これについて、またあとで室

長から話をしてもらいますけれども、ここでインターネット、携帯電話にかかわる生活指導という

ことで、全体会の分科会ということで、共通理解をもって行うと。こういうものがあります。これ

は非常に今全国的にもクローズアップされている大切な内容でありますので、こういうことをきち

っとやっていく、そういったことが大事なのだろうと思います。 

 それから、これは特区の関係ですけれども、上から２番目のところにある教育特区担当者会議と

いうことで、ロン・マーティンという、英語のディレクターですけれども、これがクラスルームイ

ングリッシュの活用ということで、通常の英語の授業だけではなくて、一般的なもの、ＡＬＴを配

置していますので、そういうＡＬＴあるいは先生、ＪＴとクラスルームの中での英語をどういうふ

うに活用をしていくのかというような内容だと思うのですけれども、これらについて、ちょっと説

明をしてもらえたら、より一層、港区の教育がいろいろな特色を持ってやっているということがご

理解いただけるのではないかなというふうに思います。 

○澤委員長 今、教育長が言われた２７日のというのは、携帯電話のことがいろいろ議論されるの

ですか。 

 各地方自治体でいろいろな方向性が出ていますけれども。 

○指導室長 教育長の方がよくご存じなのですが、ちょうど私どもの区の第４定例区議会でこのイ
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ンターネットあるいは携帯電話の取り扱いについてということが話題になりました。去る１２月末

に、国が動き始めまして、この調査を全国的なレベルでやるということで、私どものところにも来

ました。それ以前に、港区としては調査して、実態を把握して、教育委員会としての一定の考え方

を示そうというふうなことは考えていたのですけれども、ちょうどそれに重ね合わせて、取り組み

を強化していくということで、この小中高連絡協議会というのは、私立が入りますが、生活指導主

任会の一環として行います。それぞれの区民のレベルでいけば、生活指導、健全育成上の課題は大

変大きい課題ですので、そのうちの一つとして今回このインターネット、携帯電話にかかわる生活

指導について、それぞれ生活指導主任レベルの先生方が、小学校、中学校、高等学校と集まって、

一定の情報交換をし、協議を行います。ただ、学校の取り組みだけではなくて、そこに各警察署、

少年センターが入って、分科会形式で徹底を図っていこうと。ばらばらになるよりは、やっぱり港

区として、小学校も中学校も高等学校も私立もみんなそろって子どもたちの健全育成を推進してい

こうという、そういう姿勢で行われる協議会でございます。 

○澤委員長 そうすると、９日の今、指導室長が言った、このアイエックディレクターというのは

何ですか。 

○指導室長 アイエックというのは、ＮＴ（ネイティブティーチャー）を雇っていて、そこから各

学校に派遣していただいているところの会社の方です。その契約者の中で、特に日本人の先生とネ

イティブティーチャーとの間でやはり一番難しい連携を図るということ。ですから、講師の方を招

いて、その方にネイティブティーチャーの導入も含めて、日本人の教員の方の対応も含めて、うま

く連携をして、授業の導入部分の工夫を見せてくれると、そういうふうな授業の質のレベルを高め

るということです。簡単に言えば。それを取り組みとして、協議会をやったり、こういった形で見

せていただいたりしていると。このことによって、単に外国人が、あるいは日本語、ネイティブテ

ィーチャーがそこに派遣されているだけではなくて、企業と私どもと学校と三者が密接に結びつき

ながら、子どもたちの外国語活動に力を入れていこうと、そういう姿勢でもっています。 

○澤委員長 ありがとうございました。 

 ほかによろしゅうございますか。 

○教育長 もう一ついいですか。 

 もう一つは、研究会が二つあるのですが、２３日御成門小学校、それから３０日高松中学校です

けれども、特に御成門小学校は、港区の学校施設の特色であるオープンスペースを活用した授業の

あり方、教育のあり方ということで、港区教育委員会のパイロット校としての研究発表をしてもら

っています。２年間の研究の成果をここで示すと。 

 今度できます港南小学校も、芝浦小学校も、今までの港区の考え方に沿って、オープンスペース

をつくっている学校ですので、そういう意味では、何のためにオープンスペースがある学校施設を

提供しているのかという意味で、一つは１回、きちっと研究をしてもらおうと。その研究でみんな

なるほどそういうことなのだということをもう１回基本的に抑えようと、こういう趣旨での発表会

ですので、ぜひお時間があれば見ていただければというふうに思います。 

 講師の北先生は、東京都、文部科学省、両方経験している先生ですので、そういう意味ではよく
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わかっていらっしゃる。もともとは小学校の社会科の教員ですので、講演もわかりやすいのではな

いかということです。 

○澤委員長 確かに、高松中の「自主的に考え行動する生徒の育成」というのは、これは非常に大

事なことだと私も常々思っているのですけれども。 

 今、教育長からの話のように、もし、お時間があるならば、行っていただければと思います。 

 ほかによろしゅうございますか。 

○南條委員 １点、よろしいでしょうか。 

 先ほど、説明がありました薬物乱用防止指導員の活動について、以前は、かなり前に各学校に大

きなＰＲ車みたいなものを持ち込んで、それで生徒たちに見せていたのですよ。だから、ちょっと

今それをやっているかどうか、ちょっと私は書類をもらっていませんけれども。 

 ただ、問題は、薬物はかなり深い問題ですよね。この件に関しまして、やはり徹底的に子どもた

ちの予防運動ということで、活用していただきました委員もかなり真剣に活動しておりますので、

ひとつ盛り上げていただきたいなと思います。よろしくお願いいたします。 

 かなりすばらしい小型バス、中型バスぐらいの規模のものなのですけれども。ただ、現場の先生

たちは、ちょっと生々しいので、あまり歓迎されない空気が前にあったのですね。ところが、もう

そういう時代ではないのではないかなというふうに思っております。 

 積極的に取り入れていただきたいなと思います。よろしくお願いします。 

○教育長 南條委員のおっしゃるとおりですけれども、港区は小中学校の子どもたちがかかわって

いることはないですけれども、しかし、新聞報道では、白金高輪の住宅地で覚せい剤のやりとりを

している密売が摘発されたりとか、あるいは慶応大学の学生が逮捕されたりだとか、いろいろなこ

とがやはり現実的にあるわけですから、そういうことはしっかり取り組まなければいけないと思い

ます。 

 ただ、今、薬物乱用防止協議会、この薬防協の活動の中で、中学校が積極的にやってくれている

のですけれども、標語とポスターがあるのですね。この標語もポスターも、以前より最近、区立の

中学校の参加数が非常にふえて、しかも内容が充実して、東京都の大賞をとったりする標語もポス

ターもなかなか良いできばえのものがたくさんあって、１階のロビーなどでも展示をしていますの

で、そういう意味で、今度また見ていただきたいと思いますし、そういう意味では、活用して頑張

っています。 

○澤委員長 それでは、よろしゅうございますか。 

（はい） 

 

 ６ 統括校長を置くことができる学校の基準の制定について 

○澤委員長 それでは、６番目、資料ナンバー６ですけれども、統括校長を置くことができる学校

の基準につきまして、指導室長、よろしくお願いします。 

○指導室長 それでは、ご説明いたします。 

 東京都教育委員会におきまして、東京都立学校の管理運営規則に関する規則に基づきまして、先
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日、１２月３日付で統括校長を置くことができる学校の基準を制定しました。それに合わせて、区

教育委員会でも、港区教育委員会教育長専決により同様の規定、基準制定を行ったものでございま

す。 

 なお、平成１９年８月に管理運営規則におきまして、学校に委員会が別に定める基準に基づき、

特に重要かつ困難な職責を担う校長の職として、統括校長を置くことができるとする規定改正につ

いてご決定いただきましたけれども、今回、この教育委員会が別に定める基準について制定したも

のでございます。 

 それでは、お手元の資料の２番です。基準は４項目ございます。統括校長を置くことができる学

校は、次のとおりとする。 

 先進的な取り組みを推進するとともに、その成果を港区立学校全体に還元する役割を担う学校。

これが１番目です。 

 ２番目に、港区教育委員会の重点施策や社会の動向等を踏まえて、地域や保護者からの高い期待

にこたえる責務を担う学校。 

 ３点目で、学校規模や分校・分教室、これは区内にはありませんけれども、設置等により、管理

の困難度が高い学校。 

 ４点目に、統括校長の豊富な経験、より高度の専門的知識等を活用して経営する必要がある学校。 

 ということで、４項目基準を設けました。 

 統括校長を置く学校の指定につきましては、この上の第２に規定にする基準に基づきまして、統

括校長を置く学校の指定は別途行います。具体的には、区教委が推薦し、都教委が任命するという

ふうな形になります。なお、任命に当たっては、東京都教育委員会の方で配置基準というものがさ

らにございまして、その配置基準をもとに選考をし、任命するというふうなことになってございま

す。 

 以上です。 

○澤委員長 ありがとうございます。 

 以前に決定しました統括校長を置くということで、統括校長の基準というのを具体的に、室長が

説明してくれました。第２の４項目、これはいずれかということになるのですか。当然、重複して

いてもいいのでしょうけれども。 

○指導室長 基準ですので、学校をこういう学校にしますよということで、区としては、この該当

する学校、できればその四つ全部重複すれば、それは重たい学校になりますけれども、少なくとも

複数程度、この条件、要件が満たされると都合が良いかなというふうに考えています。 

 ただ、先ほど申し上げたとおり、都の都教委の配置基準はまた若干違う部分があります。もう少

し具体的にこの中で校数が出てきたり、人数が出てきたりというふうな形になります。 

○澤委員長 これにつきまして、何かございますか。 

○小島委員 この基準なのですが、文章的にはすぐわかるのですけれども、具体的にはよくわから

ないのですが。 

 例えば、１とか２とかは具体的にはどんな事例があるのでしょうか。 

 17



○指導室長 それでは、具体的に少し例を申し上げますと、（１）の場合、先進的な取り組みを推進

ということですので、例えば、港区の教育委員会も先ほど報告させていただいたような研究パイロ

ット校、研究指定を行っている学校ですとか、さらに港区だけではなくて、東京都教育委員会の指

定、あるいは文部科学省の指定ということで、研究の推進を行っているような学校、あるいは指定

校、そういったものが国、さらに港区全体に研究を還元していくという具体例が考えられます。 

 それから２番目につきましては、重点施策や社会の動向等を踏まえた学校ですので、例えば先ほ

ど話題に出ているような小中一貫教育校などは、本区の重点施策の一つになってございますので、

そういった学校がこれに当たります。 

 それから３番目は、学校規模ということですので、これは基準は、かなり大きな、大規模な学校

ということになります。 

○小島委員 により、管理の困難度が高い学校だから、規模が大きいだけではなく、規模が大きい

ことによって、なお、管理が困難になってしまっているという、二つの要件があるのではないでし

ょうか。 

○指導室長 規模が大きいから困難があるというわけではありません。 

 それから４番目は、統括校長の豊富な経験、より高度の専門的知識等ということで、校長経験と

しての２年という条件がございます。 

○小島委員 これは、最終的に統括校長を配置するかどうか、都教委が決めるということですよね。

港区の教育委員会としては、こういう基準に当てはめるとこの学校に統括校長を置いてくださいと

いう基準で、なおかつ、東京都に具申するというか、そういう基準だということですか。 

○指導室長 今、ご指摘いただいたとおりで、この学校がその基準を満たす学校であり、さらに、

４番にもありますように、校長職として、より困難な、あるいは課題の大きい、あるいは推進的な

学校を経営していく校長が合わさったときに初めて区教委としてはこれを推薦することになります。

さらに、都教委はそれを選考をもって任命することになります。 

○小島委員 その場合に、学校の推薦だけではなく、具体的に、こういう人を統括校長として派遣

してくださいということを言うのだと。 

 こういう学校が、統括校長を置く学校として、基準が一応ありますよということプラスこういう

経験の豊富な、こういう先生に来てもらいたいという人的な要望もつけ加えるのですか。 

○指導室長 学校と人と両方そろえて具申します。ですから、要望はできるかと思います。そうい

う学校がいっぱいあるのですけれども、そういう管理職が今実際に、例えば小中一貫校の区の具体

的な重点施策をやっている学校はあるけれども、校長の年数が足りなかったりとか、そういうふう

に人と学校とが今さまざま、ばらばらな状況です。来年度から始まるのですが、今はまだ始まった

ばかりですので、なかなかそこまではそろってはいない。まして３番のように、学校規模を問われ

てしまえば、港区の場合は、該当する学校がそう多くは当てはまらないと。 

○澤委員長 よろしいでしょうか。 

（はい） 

○澤委員長 そうすると、指導室長、最終的には東京都教育委員会が決めるわけですけれども、統
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括校長が置けるというか、統括校長にしてもいいよという、そういうような東京都からのお墨付き

をもらった場合に、区としてのメリットというのか、そういう統括校長がたくさんいる区は、東京

都として覚えがめでたくて、予算がつくとか、メリットというのは何かあるのですか。 

○指導室長 区としてのメリットですね。統括校長本人は、そのことによって若干手当がつくので、

上がりますので、管理職手当として上がる分は、処遇が良くなるかと思いますが、区として、メリ

ットは何かと問われたときに、やっぱりそれだけの人物が、課題がある学校を経営していただいて、

円滑に、順調に学校経営をしていただければ、それは区としては区のためになるかなと思ったので

す。 

○澤委員長 その手当というのは、もう決まっているのですか。基準というか。 

○指導室長 通常、校長の管理職手当というのは、２０％なのですが、２％程度上がって、年間で

約１５万円程度上がるという。 

○澤委員長 年間で。 

○指導室長 はい。 

 割合は月に２％、年当たり２２％です。 

○澤委員長 統括校長に任命された場合には、それだけ大変なことをやるわけだから、その程度の

手当のプラスはある、そういうことですね。 

○小島委員 港区に統括校長が多いということは喜ばしい現象なのでしょうか。それとも、管理が

困難だからとか、いろいろあるのだけれども。 

 積極的に考えれば、喜ばしいことなのでしょうね。 

○澤委員長 管理が困難というのは、何かちょっといろいろ持て余す悪いイメージもありますけれ

ども、前半の先進的な役割とか、社会の動向を踏まえてという、チャレンジ的な意味があるから、

確かに小島委員の言われているように、そういう評価を受けるということはいいことですね。 

○教育長 （１）だけだったら、全校です。 

○澤委員長 なるほど。 

○教育長 そう言いたいですね。 

○澤委員長 そうですね。 

○教育長 （１）だけなら全校。どこでも当たり前。港区の場合はどこでも当てはまる。また、そ

ういう教育をやっていただきたい、推進していきたい。でも、きっと、東京都は１だけではだめで

すということを言うのでしょうね。 

○小島委員 １だけではだめなのですか。 

 だって、（３）など、港区は１校もないでしょう。 

○教育長 もちろん。 

○澤委員長 あとはよろしゅうございますか。 

（はい） 

○澤委員長 では、ありがとうございます。 
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 ７ 平成２１年度区立中学校特別支援学級使用教科用図書について 

○澤委員長 それでは、７番目、平成２１年度区立中学校特別支援学級使用教科用図書につきまし

て、指導室長、よろしくお願いいたします。 

○指導室長 平成２１年度使用教科用採択の追加採択ということでございます。 

 去る、昨年の８月に既に小学校の平成２１年度使用教科書と特別支援学級の使用教科書の採択は

終了してございます。ただ、採択する予定でございました特別支援学級の一般図書が絶版あるいは

廃版になると。つまり、予定していても、それがつくられないあるいは送られてこないという状況

ですので、改めてそれに該当した学校について、港区が採択している本の中から選んでいただけれ

ばと思います。次回、１月２７日に再度、この１校の教科書につきまして、教科用図書につきまし

て、採択を行うというふうなことで、事前に資料の方を本日はお配りをさせていただいているとこ

ろです。 

 以上です。 

○澤委員長 わかりました。 

 ただいま室長から説明がありましたように、既に平成２１年度中学校の特別支援学級で使っても

らう教科書については、採択が終わっておりますけれども、今の事情のように、追加の必要がある

ということで、皆様のお手元に次回のときにご意見等をいただくために資料が配布されております

ので、ご検討のほど、よろしくお願いいたします。 

 手続等に関しまして、何かございますか。よろしゅうございますか。 

（はい） 

 

「閉会」 

○澤委員長 では、予定した案件、報告は以上でございます。 

 なお、今日の議題とともに小中学生の海外派遣の立派な報告書が配布されてきました。 

○澤委員長 では、以上で閉会といたします。次回は１月２７日火曜日午前１０時からの予定です。

よろしくお願いいたします。 

 ありがとうございました。 

（午後４時１４分） 

 

 

             会議録署名人 

                 港区教育委員会委員長 澤 孝一郎 

 

                 港区教育委員会委員 南條 弘至 
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